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概要 
ダンスや音楽演奏といった上演芸術では，他者と豊

かな関わり合いが営まれ魅力的な表現が披露される．
本研究では、同期理論を用いた検討を行うことで、この
関わり合いを検討するための枠組みの構築を目指した．
実際にブレイクダンスのバトル場面を対象とし、ダン
サー間・ダンサーとDJ 間の振る舞いの対応関係を検証
したところ，単純な同期を超えた多様な部位間の複雑
な対応関係が見られ、時間経過によってそれらが動的
に変化する様子が示唆された．上演芸術のインタラク
ションの理解のためには，これらの複雑な枠組みを捉
えるための同期理論の拡張が必要と考えられる． 
 
キーワード：上演芸術，ブレイクダンス，演者間インタ
ラクション，同期，Multi-layered Coordination 

1. Introduction 

ダンスや音楽演奏といった上演芸術では，他者と豊

かな関わり合いが営まれつつパフォーマンスが披露さ

れる．例えば，演者が互いの表現に依拠した表現を展開

すること，関わり合いから一人では生成困難な魅力的

な表現が生成されることが指摘されている[1][2]．また

生物学や文化人類学の観点からも，上演芸術における

共演者との関わり合いが社会的な絆の強化に繋がるこ

と，そしてその強化が共同体の維持・発展にとって有用

であったため，様々な共同体において音楽やダンス表

現が伝統的に受け継がれてきたことが示されている

[3][4]．本研究では，ブレイクダンスを取り上げ，そこ

で生じる演者間インタラクションを捉える枠組みの提

案とその枠組みに基づいた探索的な検討を行った． 
上記の演者間インタラクションを科学的に捉えるた

めに本研究が着目したのが，同期現象（synchronization）
である．同期現象とは，時空間を共有する複数のエージ

ェント間に，類似した振る舞いが時間的に近接して生

じることを示す現象である．これまでホタルの明滅や

カエルの鳴き声に加え[5]，拍手や歩行・会話時の姿勢

等のヒトの多様な振る舞いにおいても観察されること 

が示され[6]，相対位相等の物理学に基づいた理論によ

って検証が行われてきた． 
以上の同期現象やその蓄積された理論は，演者間の

インタラクションを検討する上でも有効と考えられる．

複数名がともに表現を披露する表現場面では，多様な

媒体を通した関わり合いを行うことで，演者同士が類

似した特徴を持つ表現を生成・披露すると推測される

ためである．近年では，実際に同期理論を適用すること

で芸術表現における関わり合いを捉える試みが営まれ

つつある[7]．一方で，演者間で生じるインタラクショ

ンは，特定の媒体において同一の振る舞いを一致した

タイミングで行うことに留まらない．ダンスを例とす

れば，多様な媒体（腕部や脚部といった各身体部位等）

を用いて，他者と多様なレベルで対応した振る舞いを，

多様なタイミングで披露する様相が見られることが想

定される[2][8][9]．以上を踏まえ，本研究では，実際の

インタラクションデータに同期理論の解析手法を適用

し，その適用可能性と拡張すべき方向性を検討する．特

に各参与者の振る舞いが互いの振る舞いにより規定さ

れるシステム的な様相が見られることが想定されるブ

レイクダンスのバトル場面（図 1，図 2 参照）を対象と

した． 

2. ダンサー間のインタラクション 

まずダンサー間に生じるインタラクションを検討し 
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た[8]（図 3）．ここでは，入賞経験を持つ熟達者 7 名（4
名ずつの 2 グループ，年齢：27.29 (2.43)，経験年数：

10.86 (2.54)）に依頼し，グループ内で総当たりのペアを

形成してバトルを行った（各グループ 6 ペアの計 12 ペ 
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ア）．そしてバトル時の頸部付近の位置データをモーシ

ョンキャプチャー（OQUS 300, QUALISYS, Göteborg, 
Sweden）により測定し，両ダンサーの相対距離と前後

移動に関する相対位相を算出することで両者の移動に

関する振る舞いの協調関係を検討した（図 3，解析の詳

細は[8][10]を参照）． 
結果を図 4，図 5 に示す．図 4A から両者が一定の距

離を保ちつつ表現を行なった様子が伺われる．実際に

片方のダンサーを別のペア時の同ダンサーと入れ替え

た Pseudo pair と比べ，Real pair では SD が有意に小さ 
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いことが示された（t (17.46) = 5.33, p < .001）．また図 5A
から両ダンサーが逆位相の同期に該当する振る舞い

（一方が前進した場合，他方が後進する）を数多く行っ

ており（F (8, 72) = 11.45, p < .001），他者に対応した振

る舞いを行うことで距離を維持していたことが推測さ

れた．また興味深いことに，上記の他者と協調した振る

舞いはバトルの時間経過とともに見られなくなってい

った様子が伺われた（図 4D，図 5B 参照）． 

3. ダンサー・DJ 間のインタラクション 

次にダンサーと DJ 間に生じるインタラクションを

検討した[11]．ここでは入賞経験を有する熟達したダン

サー2 名（A：30 歳，経験年数 14 年，B：30 歳，経験

年数 13 年）とバトルでの演奏経験を豊富に有するDJ1
名（27 歳）とでそれぞれペアを作り，パフォーマンス

を実施した．そして表現時の各身体部位（特に頸部と左

手）の位置データを測定し，ダンサーとDJ のリズム運

動（頸部の上下動）と表現に関する運動（左手の運動）

の協調関係を相対位相によって検討した（図 6 参照）． 
リズム運動の結果を図 7 に，表現に関する運動の結

果を図 8 に示す．図より，ダンサーを入れ替えた Pseudo 
pair に比べ Real pair において同位相・逆位相の同期双

方が多く見られる様子，そしてパフォーマンスの展開

に応じてその協調関係が同位相から逆位相または逆位 
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相から同位相へと変化する様子が見られた．これはダ

ンサー，DJ 間に何かしらの協調関係が生じること，そ

してその関係性が時間経過によって動的に変化するこ

とを示唆する結果と考えられる． 

4. Discussion 

上記の結果は，ブレイクダンスの演者間インタラク

ションに見られる特徴を示唆したものと考えられる．

表現場面では，演者間に多様な媒体において協調関係

が生じ，そしてその関係性が時間経過によって動的に

変化しうると推測されるのである．以上を踏まえて本

研究が提案する演者間インタラクション（Complicated 
Multi-layered Coordination）の枠組みを図 9 に示す

[10][11]．この多様な媒体における動的な関係性を捉え

る上で同期理論とその解析手法は有効である一方で，

複数の媒体内・媒体間の関係性をどう抽出するか，時間

経過による変化をどう検討するのか，他者にわずかに

遅れて実施する等の複雑な対応関係をいかに抽出する

のかといった点で課題を抱えている．今後演者間のイ

ンタラクションを定量的に検討するためには，以上の

観点を踏まえた同期理論の拡張が必要と考えられよう

[12]． 
また，上記した複雑なインタラクションの特徴が何

故表現場面において生じるのか，その理由は明らかに

されていない．この点を検討するには，表現の実施者に

加えてこれらのインタラクションが鑑賞者にどういっ

た影響をもたらすのかといった，鑑賞者側の観点も踏

まえたアプローチが必要と考えられるだろう．今後は

この観点も踏まえた検討を行っていくことを予定して

いる． 
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